
２学期「命の週間」における本校の取組 
 

主な取組 具体的な内容 
〇学年、教科等との関連、外部との連携等 

・成果、課題、今後の取組等 

先生あのね週間 

（いつでも誰と

でも相談週間） 

職員室前廊下、保健室、相談

室に投函箱を設置し、児童が所

定用紙に記入して、話を聞いて

もらいたい教職員と話ができ

る。 

○全学年児童を対象に実施 

・実施期間を二週間にして、用紙や投函箱

の設置場所を増やした。児童が誰とでも話

ができることを理解し、相談できる環境づ

くりを継続していく。 

校長、生活指導主

任による講話 

 長期休業明けの始業式の校

長講話や始業式後の生活指導

主任の話において、自他を尊重

することや悩みや困ったとき

には、身近な大人に相談するこ

との大切さを話した。 

○全学年児童を対象に実施 

・学校全体の支持的風土づくりにつながっ

ている。講話の内容を今後の、自他を尊重

し、互いに支え合う学校づくりにつなげ

る。 

全教職員による

児童観察及び情

報共有 

 長期休業明けの身体や表情

の変化に着目し、気になること

について教職員で情報共有を

行った。 

○全学年児童を対象に実施 

・毎朝、専科や特別支援教室の教員が昇降

口で挨拶を行い、児童の様子を全教職員で

観察した。気になる児童の様子について、

全教職員で共有し、児童の細かな変化を見

逃さないようにした。今後も、朝の挨拶を

継続し、多面的に児童の様子を観察してい

く。 

 


